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第 1日	
 6月 8日（土） 

学会受付（8:30～）：研究棟三階第一会議室前 

□開会の挨拶（9:00） 

印度学宗教学会会長  木村	
 敏明 

 

□研究発表（9:10～11:30） 

1	
 Nāradasmr̥tiにおける司法総則―王の振る舞いと訴訟審理の原則について― 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 佐々木 雄太	
 	
 	
 	
 （東北大学） 

2	
 『竹取物語』における子安貝・小考	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 佐藤 亜美	
 	
 	
 	
 	
 （東北大学） 

3	
 公共の場で活動する宗教者の心構え―カフェ・デ・モンクの事例から	
 	
 張 晨陽	
 	
 	
 	
 	
  	
 （東北大学） 

4	
 初期大乗経典の地理意識ー『如来秘密経』の成立地をめぐってー 	
 	
 	
 	
 伊久間 洋光	
 	
 	
 	
 （大正大学） 

5	
 グァテマラに生きる：宗教・文化・レジリエンス	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 大村 哲夫	
 	
 	
 	
 	
 （東北大学） 

6	
 イスラーム神秘主義における人間の位置	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 澤井 真	
 	
 	
 	
 	
 	
 （天理大学） 

7	
 東北帝国大学法文学部出立の頃―日本とドイツの交流を中心に―	
 	
 	
 	
 木村 俊彦	
 	
 	
 （四天王寺大学） 

 

□昼休み（11：30～13：30） 

□理事会 （11：30～12：30） 	
 	
 研究棟第二会議室 

□評議員会（12：30～13：30） 	
 	
 	
 	
 〃 

 

 

基調講演（13：30～14：20） 

「聖地再考―宗教人類学的視点から―」	
 山形 孝夫（宮城学院女子大学名誉教授） 

 

公開シンポジウム『聖地再考』（14：35～16：30） 

司会：澤井 義次（天理大学教授） 

パネリスト 

「天理教の聖地「ぢば」 」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  永尾 教昭（天理大学学長） 

「真言宗の聖地「高野山」」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 奥山 直司（高野山大学教授） 

「ヒンドゥー教の聖地「ベナレス」」	
 	
 	
 堀内 みどり（天理大学おやさと研究所主任） 

 

 

 

□総会（16：30～17：30）	
 	
 	
 	
 研究棟第一会議室 

□懇親会（18：00～20：00）	
 	
 	
 38母屋 

 

 

 

 

 



 

第 2日	
 6月 9日（日） 

学会受付（8：30～）：研究棟三階第一会議室前 

□研究発表（9：00～12：00） 

1	
 被災者の語りに見る原風景―石巻市雄勝町波板地区を事例として―	
 	
 	
 	
  名古屋 円花	
 	
 	
 （東北大学） 

2	
 日本ハリストス正教会における教会付設型納骨堂と死者儀礼―大阪正教会を事例として― 

佐﨑 愛	
 	
 	
 	
     （東北大学） 

3	
 内因と外縁を両輪とした救済構造―『沙石集』における「三学」観と垂迹との関係解明へ 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 陳 頴傑	
 	
 	
 	
     （東北大学） 

4	
 宗教系大学におけるムスリム留学生向けの礼拝施設設置の取り組み	
 	
 	
 	
  Andi Holik Ramdani 

（東北大学） 

5	
 いのちの区切り：台湾における夭折した子どもをめぐる民俗	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  陳 宣聿	
 	
 	
 	
 	
 （東北大学） 

6	
 マドゥスーダナ・サラスヴァティーのBhāgavata Purāṇa 1.1.3の解釈 	
 	
 	
 	
 	
 眞鍋 智裕	
  （日本学術振興会） 

7	
 伯龍口演における狸憑きの表象	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  斎藤 喬（南山宗教文化研究所） 

8	
 近代ホスピス成立の宗教学的背景―創設神話の再検討	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  諸岡 了介	
 	
 	
 	
 （島根大学） 

9	
 オットーの宗教学的パースペクティヴとインド思想	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  澤井 義次	
 	
 	
 	
 （天理大学） 

 

□昼休み （12:00～13:00） 

 

□研究発表（13：00～16：20） 

10	
 ラインホールド・二ーバーとビリー・グラハム	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 澤井 治郎	
 	
 	
 （天理大学） 

11	
 ジャイナ僧における共食について―Vyavahārabhāṣya �を中心に―	
 	
 	
 	
 	
 	
 藤本 有美 

12	
 幸せを求める人たち―『夏目友人帳』の聖地巡礼を事例に―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Andrews Dale  （東北学院大学） 

13	
 即心是仏・心常相滅・自己即仏	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 早川 敦	
 	
   （東北福祉大学） 

14	
 新出『＊四百五十頌注』梵文断片について    	
 菊谷 竜太 

	
  （京都大学白眉センター） 

15	
 治療文化と臨床宗教師の役割	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 高橋 原	
 	
 	
 	
     （東北大学） 

16	
 国家・宗教・移民―安積疏水事業に見る―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 何 燕生	
 	
     （郡山女子大学） 

17	
 夜の王	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 笠松 直	
 	
 	
 	
     （仙台高専） 

18	
 日蓮における「一念三千」―「己心」の二重性―	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 間宮 啓壬	
 	
     （身延山大学） 

19	
 唐智通譯「千眼千臂觀世音菩薩神咒經」	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 村上 真完	
 	
 	
     （東北大学） 

 

□閉会の辞 

第 61回学術大会実行委員長	
 堀内 みどり 

 

 

 

 

 

 



□会場へのアクセス 

 
・大阪（所要時間約 1時間） 

大阪難波（近鉄奈良線	
 近鉄奈良行	
 快速急行	
 急行）―大和西大寺（近鉄橿原線	
 天理行	
 急行）―天理 

※大和西大寺駅より橿原神宮前行に乗車の際は平端駅下車、天理行に乗り換え 

・京都（所要時間約 1時間） 

京都（近鉄京都線	
 天理行	
 急行）―天理 

※京都駅より橿原神宮前行に乗車の際は平端駅下車、天理行に乗り換え 

・神戸（所要時間約 1時間 40分） 

神戸三宮―（阪神本線	
 近鉄奈良行	
 快速急行）―大和西大寺（近鉄橿原線	
 天理行	
 急行）―天理 

※大和西大寺駅より橿原神宮前行に乗車の際は平端駅下車、天理行に乗り換え 

 

 
 

□会員控室・クローク：第四会議室 

徒歩・バス：杣之内キャンパスま

で天理駅からバスで 8分、徒歩で

約 20分。 

※7日（金）より 38母屋に宿泊さ

れる方は 38 母屋一階にて宿泊の

受付を済ませてください。 

 38母屋 


